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両
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両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
丠
両
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侥
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠
侠

侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠侠

儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠

儠
儠
儠
儠
儠
儠
儠

と
軽
量
・
コ
ン
パ
ク
ト

で
、
０
・
４
Ｍ
Ｐ
ａ
の
エ

ア
供
給
時
最
大
５
・
92
㌔

㌘
の
ワ
ー
ク
質
量
に
対
応

し
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス

で
も
干
渉
な
く
搬
送
可

能
。
さ
ら
に
、
ロ
ボ
ッ
ト

か
ら
グ
リ
ッ
パ
ー
を
外
す

こ
と
な
く
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

で
き
、
短
時
間
で
分
解
清

掃
で
き
る
。

オ
プ
シ
ョ
ン
の
省
段
取

り
グ
リ
ッ
パ
ー
Ｎ
Ｔ
Ｓ
－

Ｑ
Ｍ
シ
リ
ー
ズ
（
ク
イ
ッ

ク
ジ
ョ
ー
チ
ェ
ン
ジ
グ
リ

ッ
パ
ー
）
を
使
用
す
る
こ

と
で
先
端
の
爪
を
ワ
ン
タ

ッ
チ
で
交
換
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
ワ
ー
ク
に
対
し
て
柔
軟

に
対
応
で
き
る
。

ソ
レ
ノ
イ
ド
バ
ル
ブ
の

選
択
や
把
持
方
向
、
把
持

確
認
時
間
、
タ
イ
ム
ア
ウ

ト
時
間
と
い
っ
た
エ
ア
グ

リ
ッ
パ
ー
の
設
定
は
、
Ｕ

Ｒ
ロ
ボ
ッ
ト
の
テ
ィ
ー
チ

ペ
ン
ダ
ン
ト
を
介
し
て
行

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
動
作
を

パ
タ
ー
ン
登
録
す
る
こ
と

で
、
動
作
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

容
易
に
作
成
で
き
る
。

ｒ
に
と
っ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト

の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ

ー
シ
ョ
ン
の
構
築
に
か
か

る
時
間
や
費
用
を
削
減
で

き
る
。
２
０
２
３
年
12
月

時
点
で
４
７
０
以
上
の
製

品
が
認
証
さ
れ
て
い
る
。

今
回
、
認
証
さ
れ
た
北

川
鉄
工
所
の
Ｎ
Ｔ
Ｓ
３
１

１
は
、
同
社
の
主
力
製
品

の
パ
ワ
ー
チ
ャ
ッ
ク
と
同

様
の
ウ
ェ
ッ
ジ
機
構
（
く

さ
び
機
構
）
を
用
い
る
こ

と
で
、
外
径
把
持
（
は

じ
）
の
場
合
に
１
８
１
０

Ｎ
、
内
径
把
持
の
場
合
に

１
９
３
０
Ｎ
と
高
い
把
持

力
を
実
現
し
た
。

ま
た
、
負
荷
に
強
い
Ｔ

溝
ガ
イ
ド
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
ボ
デ
ィ
ー
に
か
か

る
応
力
と
切
粉
の
巻
き
込

み
を
低
減
し
、
高
い
繰
返

し
精
度
を
維
持
し
て
い

る
。本

体
質
量
１
・
21
㌔
㌘

ッ
ト
ア
ー
ム
の
仕
様
や
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
を
オ
ー

プ
ン
に
し
て
、
そ
れ
ら
に

準
拠
す
る
エ
ン
ド
エ
フ
ェ

ク
タ
ー
や
カ
メ
ラ
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
周
辺
機
器
を

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
開
発
す

る
。Ｕ

Ｒ
に
よ
る
検
証
、
認

証
を
経
て
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

が
Ｕ
Ｒ
＋
製
品
と
し
て
販

売
す
る
。
Ｕ
Ｒ
ロ
ボ
ッ
ト

の
テ
ィ
ー
チ
ペ
ン
ダ
ン
ト

を
通
し
て
設
定
で
き
る
た

め
、
ユ
ー
ザ

ー
や
Ｓ
Ｉ
ｅ

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ロ
ボ
ッ

ト(

Ｕ
Ｒ)

は
２
月
29
日
、

北
川
鉄
工
所
（
広
島
県
府

中
市
）
が
開
発
・
製
造
す

る
エ
ア
グ
リ
ッ
パ
ー
「
Ｎ

Ｔ
Ｓ
３
１
１
」
を
、
Ｕ
Ｒ

製
協
働
ロ
ボ
ッ
ト
の
周
辺

機
器
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
Ｕ
Ｒ
＋
」
製
品
と
し
て

認
証
し
た
と
発
表
し
た
。

Ｕ
Ｒ
＋
は
、
Ｕ
Ｒ
ロ
ボ

ッ
ト
と
プ
ラ
グ
＆
プ
レ
ー

で
使
え
る
周
辺
機
器
の
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
。
ロ
ボ

同
社
は
積
極
的
な
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
ブ
ラ

ン
ド
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
推
進
し
、
ブ
ラ
ン
ド

価
値
の
向
上
を
図
っ
て
い

く
。

ｉ
」
は
「
そ
の
手
が
あ
っ

た
か
」
を
意
味
す
る
「
Ｔ

ｈ
ｉ
ｓ

ｉ
ｓ

ｉ
ｔ
」
の

頭
文
字
か
ら
取
り
、
顧
客

の
潜
在
課
題
を
解
決
す
る

力
を
表
現
し
た
。

つ
な
が
る
発
想
や
デ
ー
タ

利
活
用
の
ア
イ
デ
ア
を
生

み
出
す
環
境
を
整
え
た
。

同
社
の
パ
ー
パ
ス
（
存

在
意
義
）
は
「
人
と
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
を
つ
な
ぐ
力
で

〝
ワ
ク
ワ
ク
〟
を
カ
タ
チ

に
す
る
」
。
戦
略
技
術
セ

ン
タ
ー
の
反
田
哲
史
執
行

役
員
セ
ン
タ
ー
長
は
「
ラ

ボ
は
開
発
目
的
に
加
え
、

パ
ー
パ
ス
を
具
現
化
す
る

場
所
と
し
て
情
報
発
信
を

し
て
い
き
た
い
」
と
説

明
。
顧
客
と
の
共
同
開
発

も
視
野
に
入
れ
る
。

一
方
、
同
社
は
、
新
事

業
の
主
要
な
製
品
群
を
総

称
す
る
ブ
ラ
ン
ド
「
Ｒ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
ｉ
ｉ
！(

リ

ョ
ー
デ
ン

テ
ィ
ー
）
」

を
策
定
し
た
。
「
Ｔ
ｉ

は
、
Ａ
Ｉ
と
セ
ン
サ
ー
を

組
み
合
わ
せ
て
ネ
ズ
ミ
の

み
を
検
知
し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で

映
像
を
管
理
。
害
虫
向
け

は
開
発
中
で
、
歩
行
昆
虫

検
知
は
今
春
の
リ
リ
ー
ス

を
予
定
す
る
。

ラ
ボ
で
は
事
業
化
済
み

や
開
発
中
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
披
露
し
、
自
動
化

・
省
人
化
・
可
視
化
、
Ａ

Ｉ
・
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
・
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

・
通
信
、
環
境
・
脱
炭
素

・
省
エ
ネ
を
顧
客
に
訴
求

す
る
構
え
だ
。

戦
略
技
術
セ
ン
タ
ー
と

新
事
業
推
進
室
を
配
置

し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

理
な
ど
の
技
術
や
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
開
発
を
進
め

る
。協

働
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用

事
例
で
は
省
人
化
シ
ス
テ

ム
を
提
案
す
る
。
Ａ
Ｉ
技

術
の
３
Ｄ
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ

ョ
ン
を
活
用
し
た
も
の
。

３
Ｄ

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
Ａ
Ｉ
で

学
習
す
る
こ
と
に
よ
り
、

通
常
で
は
難
し
い
透
明
な

パ
ー
ツ
を
ピ
ッ
キ
ン
グ
す

る
。
害
獣
・
害
虫
遠
隔
監

視
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

ナ
レ
ッ
ジ
を
Ａ
Ｉ
（
人
工

知
能
）
な
ど
の
応
用
技
術

で
横
串
を
刺
し
、
新
し
い

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
価
値

を
生
み
出
す
。
そ
れ
ら
を

お
客
さ
ま
や
社
会
に
提
案

し
て
い
き
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
た
。

同
ラ
ボ
で
は
協
働
ロ
ボ

ッ
ト
活
用
や
害
獣
・
害
虫

遠
隔
監
視
、
振
動
セ
ン
サ

ー
を
用
い
た
デ
ー
タ
分

析
、
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン

グ
（
深
層
学
習
）
画
像
処

同
社
は
事
業
創
出
会
社

へ
の
変
革
を
目
指
し
て
、

２
０
２
３
年
４
月
に
社
名

を
「
Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
に

変
更
し
、
同
時
に
戦
略
技

術
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

た
。
新
た
な
価
値
提
供
を

進
め
て
お
り
、
そ
の
一
環

と
し
て
同
ラ
ボ
は
開
設
さ

れ
た
。

２
月
26
日
に
同
ラ
ボ
で

開
催
し
た
メ
デ
ィ
ア
向
け

説
明
会
で
富
澤
克
行
社
長

は
「
各
事
業
に
分
散
し
た

会
、
テ
レ
ビ
大
阪
。
経
済

産
業
省
、
大
阪
府
、
大
阪

市
な
ど
が
協
賛
。

会
場
で
は
「
金
属
プ
レ

ス
加
工
技
術
展
２
０
２

４
」
（
主
催
＝
日
本
金
属

プ
レ
ス
工
業
協
会
）
も
併

催
さ
れ
る
。
同
時
開
催
展

を
含
め
、
今
回
の
予
想
来

場
者
数
は
約
４
万
人
と
見

込
む
。

６
月
に
は
、
名
古
屋
で

も
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｏ
Ｌ
Ｄ

が
開
催
さ
れ
る
予
定
だ
。

マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ
ン

グ
（
金
属
積
層
造
形
、
樹

脂
積
層
造
形
）


な
ど

を
紹
介
す
る
。

来
場
者
と
し
て
、
金
型

メ
ー
カ
ー
や
成
形
加
工
メ

ー
カ
ー
、
部
品
加
工
メ
ー

カ
ー
、
自
動
車
・
自
動
車

部
品
関
連
、
半
導
体
・
電

子
機
器
関
連
、
家
電
・
通

信
機
器
関
連
、
商
社
、
航

空
・
宇
宙
関
連
な
ど
を
想

定
し
て
い
る
。

主
催
は
日
本
金
型
工
業

▽
金
型
製
造
技
術
（
工
作

機
械
、
放
電
加
工
、
切
削

・
研
削
、
仕
上
げ
加
工
、

周
辺
装
置
）
▽
ロ
ボ
ッ

ト
、
自
動
化
装
置
、
省
力

化
装
置
▽
切
削
工
具
▽
機

械
工
具
▽
Ｉ
ｏ
Ｔ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
、
Ａ
Ｉ
▽
金
型

設
計
▽
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ

／
Ｃ
Ａ
Ｅ
▽
測
定
器
、
計

測
器
▽
熱
処
理
、
表
面
処

理
、
表
面
改
質
▽
生
産
管

理
シ
ス
テ
ム
▽
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
ー
、
ア
デ
ィ
テ
ィ
ブ

支
え
る
素
形
材
産
業
の
一

貫
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
提
供
す
る
。
同
展
で
は

金
型
加
工
技
術
の
専
門

展
示
会
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ

Ｏ
Ｌ
Ｄ

２
０
２
４
（
第

35
回
金
型
加
工
技
術
展
）

／
金
型
展
２
０
２
４
」
が

４
月
17
～
19
日
、
大
阪
市

住
之
江
区
の
イ
ン
テ
ッ
ク

ス
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
。

最
新
の
金
型
技
術
か
ら

金
属
プ
レ
ス
加
工
技
術
ま

で
、
日
本
の
基
幹
産
業
を

吉
田
氏
は
「
次
期
中
計

以
降
、
次
の
10
年
を
見
通

し
た
と
き
に
高
い
成
長
を

確
実
に
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」
と
述
べ
、
ラ
フ
ィ

ー
バ
氏
に
つ
い
て
「
Ｍ
＆

Ａ
を
は
じ
め
、
当
社
の
事

業
戦
略
推
進
の
ほ
と
ん
ど

に
関
わ
っ
て
き
た
。
私
以

上
に
ア
ド
バ
ン
テ
ス
ト
の

技
術
、
人
材
、
お
客
さ
ま

を
知
っ
て
い
る
」
と
説
明

し
た
。

ラ
フ
ィ
ー
バ
氏
は
１
９

９
８
年
に
米
国
法
人
に
入

社
。
津
久
井
氏
は
87
年
入

社
。
２
人
の
キ
ャ
リ
ア
の

ス
タ
ー
ト
は
エ
ン
ジ
ニ
ア

で
、
２
０
１
４
年
に
は
執

行
役
員
に
就
任
。
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
や
中
計
の
策

定
な
ど
に
協
力
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
。

日
本
法
人
の
ト
ッ
プ
と
し

て
役
割
を
執
行
す
る
こ

と
。
も
う
一
つ
は
ア
ジ
ア

地
域
の
お
客
さ
ま
や
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
に
サ
ポ
ー
ト
を

行
う
こ
と
」
と
述
べ
た
。

同
社
は
国
籍
、
駐
在
地

に
か
か
わ
ら
ず
、
経
営
課

題
に
取
り
組
む
た
め
の
ベ

ス
ト
な
チ
ー
ム
を
検
討
し

て
い
た
。
海
外
売
上
比
率

は
96
％
超
で
、
半
導
体
市

場
の
拡
大
は
地
理
的
、
事

業
領
域
的
に
拡
大
し
て
い

く
と
判
断
。
来
年
度
か
ら

の
新
中
期
経
営
計
画
ス
タ

ー
ト
を
踏
ま
え
、
さ
ら
な

る
発
展
の
た
め
に
今
回
の

人
事
と
な
っ
た
。

と

が

で

き

た
。
半
導
体

デ
バ
イ
ス
が

年
々
複
雑
化

の
一
途
を
た
ど
る
中
、
半

導
体
業
界
が
直
面
す
る
テ

ス
ト
課
題
の
解
決
に
向

け
、
当
社
の
果
た
す
役
割

は
一
層
大
き
く
な
る
。
取

引
先
と
の
密
接
な
連
携
、

投
資
が
必
須
で
あ
り
、
当

社
は
こ
の
責
任
を
受
け
止

め
る
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。津

久
井
氏
は
「
私
の
ミ

ッ
シ
ョ
ン
は
非
常
に
明
確

で
、
ダ
グ
ラ
ス
を
最
大
限

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
。
そ

の
中
で
も
重
要
な
の
は
、

フ
ィ
ー
バ
副
社
長
兼
グ
ル

ー
プ
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
執
行

責
任
者
）
が
グ
ル
ー
プ
Ｃ

Ｅ
Ｏ(

最
高
経
営
責
任
者)

に
、
津
久
井
幸
一
副
社
長

兼
グ
ル
ー
プ
共
同
Ｃ
Ｏ
Ｏ

が
社
長
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｏ

Ｏ
に
就
任
す
る
ト
ッ
プ
人

事
を
発
表
し
た
。
吉
田
芳

明
社
長
兼
グ
ル
ー
プ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
会
長
に
就
任
す
る
。

同
社
は
同
日
に
会
見
を

開
い
た
。
ラ
フ
ィ
ー
バ
氏

は
「
当
社
は
こ
こ
数
年
、

好
調
な
業
績
を
上
げ
る
こ

ス
ト
は
２
月
28
日
、
４
月

１
日
付
で
ダ
グ
ラ
ス
・
ラ

半
導
体
試
験
装
置
メ
ー

カ
ー
大
手
の
ア
ド
バ
ン
テ

ＲＹＯＤＥＮ

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
な

ど

進
め
る

Ｒ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
は
、
東
京
都
豊
島
区
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ

ア
ネ
ッ

ク
ス
12
階
に
コ
ア
技
術
や
新
技
術
の
開
発
や
応
用
実
証
を
行
う
ラ
ボ
「
Ｒ
Ｙ

Ｏ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
―
Ｌ
ａ
ｂ
．
」
を
開
設
し
た
。
開
所
は
２
月
20
日
。
同
社
は
商
社

の
枠
を
超
え
た
事
業
創
出
会
社
を
目
指
し
て
お
り
、
同
ラ
ボ
の
開
設
は
そ
の

一
環
。
新
事
業
の
創
出
力
や
提
案
力
を
強
化
す
る
。

社
長
に
津
久
井
氏
４
月
１
日
付

よ
う
に
な
っ

た
。新

製

品

は
、
２
０
２

３
年
11
月
に
発
売
す
る

と
、
問
い
合
わ
せ
が
１
０

０
件
ほ
ど
あ
っ
た
と
い

う
。
担
当
者
は
「
新
製
品

が
浸
透
す
る
の
に
２
年
ほ

ど
か
か
る
ジ
ャ
ン
ル
。
問

い
合
わ
せ
の
多
さ
か
ら
、

い
か
に
期
待
さ
れ
る
製
品

か
を
感
じ
た
」
と
話
し
て

い
る
。

同
社
は
、
不
便
が
当
た

り
前
だ
っ
た
作
業
を
改
善

す
る
製
品
を
今
後
も
開
発

し
続
け
る
。

ぼ
れ
を
防
ぐ
た
め
油
汚
れ

も
少
な
く
な
り
、
経
費
削

減
や
環
境
改
善
に
も
な

る
。従

来
の
オ
ー
ト
ス
ト
ッ

プ
ノ
ズ
ル
は
、
ポ
ン
プ
と

組
み
合
わ
せ
て
ホ
ー
ス
の

先
端
に
取
り
付
け
て
使
用

し
て
い
た
。
新
製
品
は
乾

電
池
式
の
た
め
、
ノ
ズ
ル

単
体
で
も
自
動
停
止
が
可

能
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で

で
き
な
か
っ
た
自
重
落
下

の
環
境
で
も
対
応
で
き
る

で
、
オ
イ
ル
の
オ
ー
ト
ス

ト
ッ
プ
機
能
が
付
い
た
エ

ア
式
ド
ラ
ム
ポ
ン
プ
は
存

在
し
な
か
っ
た
。
作
業
者

も
、
「
あ
れ
ば
便
利
だ
が

仕
方
な
い
」
と
勘
を
頼
り

に
手
動
で
作
業
し
て
き

た
。粘

度
が
あ
る
オ
イ
ル
も

感
知
し
て
自
動
停
止
す
る

独
自
技
術
を
採
用
し
た
セ

ン
サ
ー
が
内
蔵
さ
れ
た
ノ

ズ
ル
は
、
減
圧
し
た
圧
縮

エ
ア
を
使
用
す
る
た
め
、

空
気
消
費
量
が
少
な
い
。

排
出
後
の
ド
ラ
ム
缶
内
残

量
は
深
さ
約
５
㍉
㍍
、
２

０
０
cc
程
度
の
た
め
、
無

駄
な
く
省
エ
ネ
性
が
高

い
。ポ

ン
プ
と
ノ
ズ
ル
の
合

計
重
量
は
、
７
・
２
㌔
㌘

で
他
製
品
よ
り
軽
量
化
さ

れ
扱
い
や
す
い
。
吹
き
こ

き
こ
ぼ
し
を
防
ぐ
も
の
。

表
示
ラ
ン
プ
で
電
池
切
れ

も
分
か
り
や
す
く
、
管
理

し
や
す
い
。
握
る
こ
と
で

排
出
し
て
離
せ
ば
止
ま
る

簡
単
操
作
。
担
当
者
は

「
省
エ
ネ
、
物
価
高
騰
、

働
き
方
改
革
に
貢
献
し
た

い
」
と
話
す
。

製
造
工
場
を
は
じ
め
、

農
業
、
漁
業
、
運
送
業
な

ど
、
灯
油
、
軽
油
、
オ
イ

ル
の
給
油
や
小
分
け
を
す

る
機
会
は
多
い
。
そ
の
中

ポ
ン
プ
専
門
メ
ー
カ
ー

の
ア
ク
ア
シ
ス
テ
ム
（
滋

賀
県
彦
根
市
）
は
、
コ
ン

プ
レ
ッ
サ
ー
に
つ
な
げ
て

使
用
す
る
自
動
停
止
機
能

付
き
の
エ
ア
式
ド
ラ
ム
ポ

ン
プ
「
セ
ン
サ
ー
ド
ラ
ム

ポ
ン
プ
」
（
Ａ
Ｐ
Ｄ
―
２

０
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｎ
Ｂ
）
を
発
売

し
た
。

特
許
申
請
中
の
独
自
セ

ン
サ
ー
技
術
で
、
液
体
が

満
タ
ン
に
な
る
と
自
動
で

ス
ト
ッ
プ
し
て
液
体
の
吹

ア ク ア
システム エア式ドラムポンプ発売

独
自
セ
ン
サ
ー
技
術
で
自
動
停
止

「
セ
ン
サ

ー
オ
ー
ト
ス

ト
ッ
プ
ノ
ズ

ル
」
Ａ
Ｔ
Ｎ

Ｂ
－
２
０

ユニバーサル
ロ ボ ッ ト

北
川
鉄
工
所
の
製
品
を
認
証

エ
ア
グ
リ
ッ
パ
ー｢

Ｎ
Ｔ
Ｓ
｣

北
川
鉄
工

所
製
エ
ア
グ

リ

ッ

パ

ー

「
Ｎ
Ｔ
Ｓ
３

１
１
」
ベ
ー

ス
ジ
ョ
ー
セ

ッ
ト
、
エ
ア

機
器
セ
ッ
ト

の
装
着
例

インター
モールド

４
月
に
大
阪
で
開
催

来
場
者
数
４
万
人
を
見
込
む

富澤社長（右）と反田執行役員

ＡＩ技術で透明なパーツをピッキング

エア式ドラムポンプ
「センサードラムポ
ンプ」ＡＰＤ―20Ｇ
ＡＴＮＢ

（
左
か
ら
）
津
久
井
氏
、
ラ
フ
ィ
ー
バ
氏
、

吉
田
氏

   （第三種郵便物認可） (６)２０２４年(令和6年)３月４日(曜日)


